
夏
季(
四

月
か
ら
九

月
ま
で)

世
帯
の

区
分

季
別 第

千

八

百

四

十

四

号

平

成

十

九

年

五

月

十

五

日

一
七

、三
〇
〇

円

一
人
世
帯

二
二

、三
〇
〇

円

二
人
世
帯

三
二

、八
〇
〇

円

三
人
世
帯

三
九

、三
〇
〇

円

四
人
世
帯

四
九

、八
〇
〇

円

五
人
世
帯 (

火
曜
日)

七
五
、
九
〇
〇

四
九
、
八
〇
〇

円
に
五
人
を
超

え
一
人
増
す
ご

と
に
七
、
三
〇

〇
円
を
加
算
し

た
額

五
人
を
超
え
る

世
帯

目

次

規

則

○
岐
阜
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

健
康
福
祉
政
策
課)

三
七
五
ペ
ー
ジ

告

示

○
道
路
の
区
域
変
更

(

道
路
維
持
課)

三
七
六

○
高
山
都
市
計
画
道
路
事
業
の
認
可

(

街
路
公
園
課)

三
七
六

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

○
設
立
届
が
提
出
さ
れ
た
政
治
団
体
の
名
称
等
の
公
表

(

選
挙
管
理
委
員
会)

三
七
七

○
政
治
団
体
の
異
動
事
項
の
公
表

(
同

)

三
七
八

○
解
散
届
が
提
出
さ
れ
た
政
治
団
体
の
名
称
等
の
公
表

(
同

)

三
八
一

○
指
定
届
が
提
出
さ
れ
た
資
金
管
理
団
体
の
名
称
等
の
公
表

(

同

)

三
八
二

○
指
定
取
消
し
の
届
が
提
出
さ
れ
た
資
金
管
理
団
体
の
名
称
等
の
公
表

(

同

)

三
八
二

○
資
金
管
理
団
体
の
異
動
事
項
の
公
表

(

同

)
三
八
三

公

示

○
美
濃
加
茂
都
市
計
画
の
変
更
案
の
縦
覧

(

都
市
政
策
課)

三
八
三

規

則

岐
阜
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
九
年
五
月
十
五
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
規
則
第
五
十
六
号

岐
阜
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岐
阜
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則(

昭
和
三
十
五
年
岐
阜
県
規
則
第
六
十
七
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
一
第
一
号
三�
�
中｢

一
〇
〇
人
一
日
に
つ
き
三
〇
、
〇
〇
〇
円｣

を｢

一
人
一
日
に
つ
き

三
〇
〇
円｣

に
改
め
、
同
表
一
第
二
号
二�
中｢

二
百
三
十
四
万
二
千
円｣

を｢

二
百
三
十
二
万
六
千
円｣

に
改
め
、
同
表
三
第
三
号
一�
及
び
二�
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一�

住
家
の
全
壊
、
全
焼
又
は
流
失
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
世
帯
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岐

阜

県

公

報

毎
週

(

火
曜
日

金
曜
日)

発
行

(

休
日
に
当
た
る

と
き
は
翌
日)

平
成
十
九
年
五
月
十
五
日



冬
季(

十

月
か
ら
三

月
ま
で)

夏
季(

四

月
か
ら
九

月
ま
で)

世
帯
の

区
分

季
別

冬
季(

十

月
か
ら
三

月
ま
で)

九

、一
〇
〇

円

五

、六
〇
〇

円

一
人
世
帯

二
八

、六
〇
〇

円
一
二

、〇
〇
〇

円

七

、六
〇
〇

円

二
人
世
帯

三
七

、〇
〇
〇

円
一
六

、九
〇
〇

円

一
一

、四
〇
〇

円

三
人
世
帯

五
一

、六
〇
〇

円
二
〇

、〇
〇
〇

円

一
三

、八
〇
〇

円

四
人
世
帯

六
〇

、五
〇
〇

円
二
五

、四
〇
〇

円

一
七

、五
〇
〇

円

五
人
世
帯

七
五

、九
〇
〇

円

二
五
、
四
〇
〇

円
に
五
人
を
超

え
一
人
増
す
ご

と
に
三
、
三
〇

〇
円
を
加
算
し

た
額

一
七
、
五
〇
〇

円
に
五
人
を
超

え
一
人
増
す
ご

と
に
二
、
四
〇

〇
円
を
加
算
し

た
額

五
人
を
超
え
る

世
帯

円
に
五
人
を
超

え
一
人
増
す
ご

と
に
一
〇
、
四

〇
〇
円
を
加
算

し
た
額

告

示

県
道

道
路
の
種
類

羽

島

養

老
線

路
線
名

大
垣
市
横
曽
根
四
丁
目
二
四

四
番
地
先
か
ら

同

市
同

四
丁
目
一
六

七
五
番
六
地
先
ま
で

区

間

後 前 区
域
変
更
前
後
別

��･

�〜��･

�

��･

�〜��･

�

敷
地
の
幅

員(

メ
ー
ト

ル)

���･

�

���･

�

延

長

(

メ
ー
ト

ル)

備

考

二	

住
家
の
半
壊
、
半
焼
又
は
床
上
浸
水
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
世
帯

別
表
第
一
八
第
一
号
中

｢

盲
学
校
、
聾ろ
う

学
校
及
び
養
護
学
校

(

以
下

｢

特
殊
教
育
諸
学
校｣

と
い

う
。)｣

を｢

特
別
支
援
学
校｣

に
、｢

特
殊
教
育
諸
学
校
の｣

を｢

特
別
支
援
学
校
の｣

に
改
め
る
。

別
記
第
七
号
様
式
中｢引

渡
を
受
け
た
吏
員
｣

を｢引
渡
を
受
け
た
職
員
｣

に
、｢事

務
(技
術
)

吏
員
｣

を｢職
員
｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
岐
阜
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
規
定
は
、
平

成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

岐
阜
県
告
示
第
三
百
九
十
七
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
十
九
年
五
月
十
五
日
か
ら
二
週
間
岐
阜
県
県
土
整
備
部
道
路
維
持

課
及
び
岐
阜
県
大
垣
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
五
月
十
五
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
告
示
第
三
百
九
十
八
号

都
市
計
画
法(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
高
山
都
市
計

画
道
路
事
業
の
認
可
を
し
た
の
で
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す

る
。

平
成
十
九
年
五
月
十
五
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

施
行
者
の
名
称

高
山
市

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称
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島
谷
満
後
援
会

桜
井
幸
三
を
育
て
る
会

酒
井
正
司
後
援
会

近
藤
勝
美
を
育
て
る
会

久
米
よ
う
じ
後
援
会

岐
阜
市
政
の
発
展
､
教
育
の
再
生
を
進
め
る
会

岐
阜
小
泉
あ
き
お
会

岩
垣
か
ず
ひ
こ
後
援
会

板
津
敏
彦
後
援
会

伊
佐
地
秀
次
後
援
会

浅
野
常
夫
を
育
て
る
会

自
由
民
主
党
岐
阜
県
岐
阜
市
第
五
支
部

政
治
団
体
の
名
称

城
後
政
治

桜
井
幸
三

仙
波
健
一

近
藤
隆
行

高
橋
一
樹

須
田

眞

石
川
一
宣

岩
垣
和
彦

板
津
光
子

森
島
力
雄

大
橋
外
良

笠
原
多
見
子

代
表

者

の
氏

名

�
田
茂
利

桜
井
孝
子

小
林
静
弘

近
藤
勝
也

山
内

賢

的
矢
進
一

松
野
秀
成

中
村

勝

板
津
敏
彦

左
高
武
史

浅
野
裕
次

落
合
高
興

会
計
責
任
者

の
氏

名

加
茂
郡
坂
祝
町
加
茂
山
２
―
９
―
３

関
市
緑
町
２
―
６
―
16

可
児
市
鳩
吹
台
５
―
14

安
八
郡
輪
之
内
町
里
353

土
岐
市
泉
町
久
尻
577―

８

岐
阜
市
野
一
色
５
―
11―
８

海
津
市
南
濃
町
庭
田
744

高
山
市
昭
和
町
１
―
258

加
茂
郡
富
加
町
滝
田
1200

関
市
春
里
町
２
―
３
―
２

安
八
郡
輪
之
内
町
中
郷
新
田
429

岐
阜
市
長
良
３
―
２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 選
挙
管
理
委
員
会
告
示

政
党
の
支
部

政
党
又
は
政
党

の
支
部
の
場
合

そ
の
旨
の
表
示

自
由
民
主
党
本
部

当
該
政
党
の
支
部

を
支
部
と
す
る

政
党
の
名
称

一
以
上
市
町
村
区
域
等

一
以
上
の
市
町
村
の
区

域
等
を
単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
る
支
部
の
表
示

高
山
都
市
計
画
道
路
事
業

三
・
五
・
十
二
号
昭
和
中
山
線
、
三
・
五
・
七
号
国
道
４
１
号
線

三

事
業
施
行
期
間

平
成
十
九
年
五
月
十
五
日
か
ら

同

二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

岐
阜
県
高
山
市
岡
本
町
一
丁
目
及
び
二
丁
目
並
び
に
上
岡
本
町
三
丁
目
及
び
七
丁

目
地
内

使
用
の
部
分

な
し

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
号

政
治
資
金
規
正
法(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号)

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治

団
体
設
立
届
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
名
称
等
を
次
の

と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
九
年
五
月
十
五
日

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

遠

藤

久

子
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米
山
み
ち
後
援
会

｢や
す
だ
京
子
と
み
ど
り
の
会
議
｣

森
喜
人
を
育
て
る
会

南
山
宗
之
後
援
会

み
な
み
し
づ
こ
の
風

ま
ち
づ
く
り
研
究
会

古
田
豊
後
援
会

中
津
川
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
原
昌
男
を
励
す
会

な
か
そ
ね
康
人
岐
阜
後
援
会

長
江
光
則
後
援
会

近
岡
あ
き
ら
会

住
ん
ど
り
た
ぁ
ま
ち
・
多
治
見
を
つ
く
る
会

杉
山
ま
さ
き
後
援
会

杉
浦
も
り
よ
し
後
援
会

米
山

実

倉
田
み
つ
る

森
喜
人

兼
松
智
久

小
栗
美
砂

杉
山
利
夫

古
田
雅
彦

高
木
金
鵄

井
上

悟

加
藤
半
一
郎

近
岡

斌

水
野
敏
秋

杉
山
正
樹

梶
田
正
孝

米
山
槻
郎

吉
田

修

林
治
彦

南
山
宗
之

松
本
紫
津
子

杉
山
美
智
晴

小
瀬
木
松
雄

小
縣
吉
郎

豊
田
雅
孝

伊
藤
千
尋

近
岡

�
子

早
川
公
司

杉
山
茂
樹

松
田
英
男

大
垣
市
犬
ヶ
渕
町
99

安
八
郡
輪
之
内
町
楡
俣
698―

１

郡
上
市
高
鷲
町
鮎
立
1344

加
茂
郡
坂
祝
町
加
茂
山
２
―
４
―
11

土
岐
市
泉
町
久
尻
32―
７

岐
阜
市
若
竹
町
２
―
16

美
濃
市
松
森
1006

中
津
川
市
中
津
川
3022―

15

関
市
武
芸
川
町
谷
口
2311―

１

土
岐
市
土
岐
津
町
土
岐
口
2179―

１

揖
斐
郡
池
田
町
八
幡
2140

多
治
見
市
小
名
田
町
１
―
19

山
県
市
高
富
635

土
岐
市
下
石
町
337―

７

自
由
民
主
党
恵
那
市

支
部

自
由
民
主
党
揖
斐
郡

支
部

自
由
民
主
党
糸
貫
町

支
部 政
治
団
体
の
名
称

代
表
者

代
表
者

会
計
責
任
者

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

代
表
者

異
動
事
項

渡
辺

公
夫

加
藤

利
徳

中
川

仁
志

本
巣
市
屋
井
468

出
村

宏
行

新

谷
口

鈴
男

西
尾

直
躬

杉
山

豊
年

本
巣
市
上
保
100―

１

瀬
古

孝
雄

旧

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
一
号

政
治
資
金
規
正
法(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号)

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治

団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
届
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の

異
動
事
項
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
九
年
五
月
十
五
日

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

遠

藤

久

子
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自
由
民
主
党
東
白
川

村
支
部

自
由
民
主
党
根
尾
支

部 自
由
民
主
党
高
山
市

支
部

自
由
民
主
党
白
川
町

支
部

自
由
民
主
党
荘
川
村

支
部

自
由
民
主
党
岐
阜
県

林
材
業
支
部

自
由
民
主
党
岐
阜
県

第
一
選
挙
区
支
部

自
由
民
主
党
岐
阜
県

測
量
設
計
業
支
部

自
由
民
主
党
岐
阜
県

岐
阜
市
第
二
支
部

自
由
民
主
党
岐
阜
県

大
垣
市
第
十
二
支
部

自
由
民
主
党
河
合
町

支
部

自
由
民
主
党
可
児
郡

支
部

会
計
責
任
者

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

会
計
責
任
者

代
表
者

名
称

会
計
責
任
者

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

会
計
責
任
者

代
表
者

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

会
計
責
任
者

代
表
者

代
表
者

会
計
責
任
者

会
計
責
任
者

会
計
責
任
者

会
計
責
任
者

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

代
表
者

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

会
計
責
任
者

安
江

利
英

本
巣
市
根
尾
東
板
屋
658

佐
藤

時
久

宮
川

久
夫

自
由
民
主
党
根
尾
支
部

水
門

義
昭

加
茂
郡
白
川
町
黒
川
3252

細
江

茂
樹

鈴
村

道
男

高
山
市
荘
川
町
野
々
俣
60

1 金
子

俊
廣

野
村

末
男

石
川

道
政

田
中

青
美

坂
田

道
男

境
谷

斉

松
永

浩
司

飛
�
市
河
合
町
元
田
２
―

30 安
達

康
重

可
児
郡
御
嵩
町
中
2414―

１ 安
藤

幸
雄

服
田

順
次

本
巣
市
根
尾
板
所
389

川
口

金
二
郎

中
野

治
郎

自
由
民
主
党
根
尾
村
支
部

針
山

順
一
朗

加
茂
郡
白
川
町
黒
川
1055

安
江

和
芳

藤
井

貞
二

高
山
市
荘
川
町
牧
戸
９
―

11 岡
田

治
和

岩
谷

�
守

塚
本

保
夫

竹
田

剛
志

服
部

尚
明

小
酒
井

春
彦

後
藤

仁
彦

飛
�
市
河
合
町
角
川
1405

吉
実

康
男

可
児
郡
御
嵩
町
中
998―

３ 植
松

康
祐

久
野
や
す
お
み
を
育

て
る
会

岐
阜
県
林
材
団
体
連

絡
会
議

岐
阜
県
木
材
産
業
政

治
連
盟

岐
阜
県
柔
道
整
復
師

連
盟

木
野
隆
之
を
育
て
る

会 川
島
勝
弘
後
援
会

加
藤
昊
司
後
援
会

春
日
地
区
棚
橋
泰
文

後
援
会

大
堀
と
し
の
ぶ
後
援

会 牛
丸
ひ
ろ
か
ず
後
援

会 今
井
誠
後
援
会

揖
斐
川
町
棚
橋
泰
文

後
援
会

市
原
良
英
後
援
会

板
津
敏
彦
後
援
会

伊
神
会

石
神
真
を
励
ま
す
会

飯
沼
満
後
援
会

新
し
い
各
務
原
市
を

築
く
会

日
本
共
産
党
東
濃
西

地
区
委
員
会

会
計
責
任
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

会
計
責
任
者

代
表
者

会
計
責
任
者

代
表
者

名
称

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

代
表
者

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

会
計
責
任
者

代
表
者

代
表
者

会
計
責
任
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

代
表
者

久
野

雅
也

石
川

道
政

後
藤

直
剛

橋
本

佳
幸

森
和

美

加
藤

正
昭

川
島

勝
弘

戸
松

宗
助

春
日
地
区
棚
橋
泰
文
後
援

会 中
津
川
市
千
旦
林
1709―

50 中
村

幸
博

中
津
川
市
中
津
川
3460―

１ 林
忠

義

五
十
川

勝
雄

梅
村

登
次

若
山

昌
之

勝
真

照

早
川

公
明

飯
沼

文
夫

各
務
原
市
蘇
原
持
田
町
５
―

52 西
本

裕
二

青
木

昭
二

塚
本

保
夫

�
上

和
雄

尾
藤

英
邦

木
野

隆
之

森
島

光
明

北
川

弘
治

山
田

繁

春
日
村
棚
橋
泰
文
後
援
会

中
津
川
市
千
旦
林
1709―

75 粟
原

藤
義

中
津
川
市
中
津
川
3465―

１ 渡
辺

主
壽
男

市
原

昭
久

板
津

光
子

森
本

茂
樹

吉
田

邦
義

新
木

勝
之

佐
藤

文
雄

各
務
原
市
那
加
新
加
納
町

2082

川
田

良
彦
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野
田
聖
子
後
援
会
連

合
会
岩
滝
支
部

野
田
聖
子
後
援
会
連

合
会
市
橋
支
部

野
田
聖
子
後
援
会
連

合
会
厚
見
支
部

濃
飛
政
治
経
済
研
究

会 日
本
薬
業
政
治
連
盟

岐
阜
県
支
部

日
本
共
産
党
岐
阜
市

後
援
会

中
西
康
浩
後
援
会

玉
田
和
浩
後
援
会

谷
汲
地
区
棚
橋
泰
文

後
援
会

関
ヶ
原
ふ
じ
つ
か
守

後
援
会

渋
谷
桂
一
後
援
会

佐
藤
ゆ
か
り
後
援
会

佐
藤
武
彦
後
援
会

坂
内
地
区
棚
橋
泰
文

後
援
会

幸
福
都
市
た
じ
み
を

創
る
会

Ｋ
Ｙ
Ｂ
政
治
フ
ォ
ー

ラ
ム

代
表
者

会
計
責
任
者

会
計
責
任
者

会
計
責
任
者

代
表
者

代
表
者

会
計
責
任
者

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

代
表
者

名
称

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

代
表
者

会
計
責
任
者

代
表
者

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

名
称

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

名
称

宮
浦

宣
司

加
藤

正
幸

小
川

一
雄

伊
藤

武
彦

村
瀬

恒
治

篠
田

祐
八
郎

鈴
木

勇

中
津
川
市
蛭
川
2175―

１

中
津
川
市
蛭
川
2176―

24

佐
藤

義
雄

谷
汲
地
区
棚
橋
泰
文
後
援

会 不
破
郡
関
ヶ
原
町
関
ヶ
原

3401―
２

不
破
郡
関
ヶ
原
町
関
ヶ
原

553―
２

栗
田

龍
雄

野
中

幸
市

田
中

青
美

美
濃
市
笠
神
1013

美
濃
市
上
条
71―
１

坂
内
地
区
棚
橋
泰
文
後
援

会 多
治
見
市
白
山
町
１
―
60

Ｋ
Ｙ
Ｂ
政
治
フ
ォ
ー
ラ
ム

臼
井

郷
弘

加
藤

俊
勝

加
藤

春
雄

岩
田

�
�

小
林

三
之
助

篠
田

祐
一

山
田

要

中
津
川
市
蛭
川
2176―

24

中
津
川
市
蛭
川
2175―

１

堀
嘉

雄

谷
汲
村
棚
橋
泰
文
後
援
会

不
破
郡
関
ヶ
原
町
関
ヶ
原

553―
２

不
破
郡
関
ヶ
原
町
関
ヶ
原

3401―
２

伊
藤

勝
仁

竹
田

剛
志

下
野

利
昭

美
濃
市
上
条
71―
１

美
濃
市
笠
神
1013

坂
内
村
棚
橋
泰
文
後
援
会

多
治
見
市
本
町
２
―
１
―

５ カ
ヤ
バ
政
治
フ
ォ
ー
ラ
ム

松
井
逸
朗
を
育
て
る

会 堀
正
後
援
会

古
川
正
和
後
援
会

藤
井
孝
男
後
援
会
同

志
議
員
Ｏ
Ｂ
の
会

福
田
か
つ
よ
し
後
援

会 ひ
び
の
豊
を
育
て
る

会 光
る
岐
阜
の
会

野
田
聖
子
後
援
会
連

合
会
三
里
支
部

野
田
聖
子
後
援
会
連

合
会
長
良
支
部

野
田
聖
子
後
援
会
連

合
会
長
森
西
支
部

野
田
聖
子
後
援
会
連

合
会
サ
ル
ビ
ア
会
支

部 野
田
聖
子
後
援
会
連

合
会
鷺
山
支
部

野
田
聖
子
後
援
会
連

合
会
合
渡
支
部

野
田
聖
子
後
援
会
連

合
会
金
華
支
部

野
田
聖
子
後
援
会
連

合
会
木
田
支
部

野
田
聖
子
後
援
会
連

合
会
華
陽
支
部

野
田
聖
子
後
援
会
連

合
会
岩
野
田
支
部

野
田
聖
子
後
援
会
連

合
会
岩
野
田
北
支
部

代
表
者

会
計
責
任
者

会
計
責
任
者

代
表
者

代
表
者

会
計
責
任
者

代
表
者

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

会
計
責
任
者

会
計
責
任
者

会
計
責
任
者

会
計
責
任
者

会
計
責
任
者

会
計
責
任
者

会
計
責
任
者

会
計
責
任
者

会
計
責
任
者

会
計
責
任
者

会
計
責
任
者

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

会
計
責
任
者

松
葉

享
一

宇
津

勝
利

古
川

陽
一

古
川

陽
一

鈴
木

義
巳

常
富

重
治

内
藤

明
彦

美
濃
市
俵
町
2115―

６

境
谷

斉

石
榑

滋

村
瀬

勝
吾

水
崎

徳
子

水
崎

徳
子

川
嶋

勝
次
郎

長
谷
川

良
子

加
藤

美
佐
子

池
野

猛

伊
藤

信
行

清
水

香

岐
阜
市
粟
野
東
２
―
63

小
森

邦
夫

武
山

定
夫

加
藤

昭
司

安
部

隆

牧
野

清
太
夫

高
井

節
夫

関
谷

康
生

本
間

修
平

美
濃
市
2125―

１

小
酒
井

春
彦

安
田

清

高
木

一
男

中
村

滋
男

野
田

信
子

小
森

昌
文

鷲
見

あ
や
子

田
中

正
治

森
三

郎

林
智
香
美

竹
中

敏
美

岐
阜
市
粟
野
東
３
―
208

松
久

忠
弘
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上
之
保
嘉
友
会

加
藤
利
徳
後
援
会

加
賀
達
士
後
援
会

奥
田
利
道
を
育
て
る
会

太
田
定
敏
後
援
会

岩
田
司
朗
後
援
会

泉
せ
き
や
後
援
会

自
由
民
主
党
恵
南
支
部

政
治
団
体
の
名
称

若
原
悟
友
の
会

吉
村
ひ
さ
し
後
援
会

｢山
中
や
す
ひ
ら
｣

を
育
て
る
会

山
内
ふ
さ
よ
し
後
援

会 柳
ヶ
瀬
商
店
街
政
治

連
盟

安
田
た
か
し
後
援
会

水
野
正
敏
後
援
会

松
山
あ
つ
お
後
援
会

松
野
ひ
で
ゆ
き
後
援

会

代
表
者

会
計
責
任
者

会
計
責
任
者

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

会
計
責
任
者

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

名
称

会
計
責
任
者

林
照

男

原
吉

一

山
中

栄
子

土
岐
市
泉
町
大
富
242―

1
5 岐
阜
市
柳
ヶ
瀬
通
２
―
16

土
屋

喬
洋

羽
島
市
上
中
町
長
間
1559

恵
那
市
長
島
町
中
野
神
田

245―
１

松
山
あ
つ
お
後
援
会

松
野

淑
子

波
多
野
昭
男

鈴
木
正
浩

加
賀
達
士

奥
田
利
道

太
田
定
敏

岩
田

進

渡
辺
保
一

加
藤
利
徳

代
表

者

の
氏

名

多
治
見
昭
男

加
藤
昭
久

加
賀
達
士

則
武

正

太
田
勝
之

児
玉

博

小
木
曽
孝
義

吉
村
典
男

会
計
責
任
者

の
氏

名

若
原

悟

市
岡

義
浩

日
置

美
好

土
岐
市
泉
町
大
富
229―

６ 岐
阜
市
神
田
町
２
―
２

大
野

博
司

羽
島
市
上
中
町
長
間
1560

恵
那
市
長
島
町
正
家
１
―

１
―
25

国
府
町
の
活
性
化
を
考
え

る
会

奥
田

輝
一

関
市
上
之
保
13452

恵
那
市
山
岡
町
馬
場
山
田
1489―

１

瑞
浪
市
樽
上
町
１
―
１

岐
阜
市
柳
津
町
下
佐
波
２
―
81

瑞
穂
市
本
田
2201―

50

不
破
郡
垂
井
町
府
中
1676

瑞
浪
市
上
野
町
２
―
70

恵
那
市
山
岡
町
馬
場
山
田
1489―

１

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

渡
辺
猛
之
後
援
会

渡
辺
真
後
援
会

渡
辺
力
三
後
援
会平
成
17年

12月
31日

平
成
19年

２
月
28日

平
成
19年

３
月
26日

平
成
19年

２
月
11日

平
成
19年

３
月
25日

平
成
19年

３
月
30日

平
成
19年

３
月
31日

平
成
19年

３
月
３
日

解
散

年
月
日 主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

代
表
者

政
党
の
支
部

政
党
又
は
政
党

の
支
部
の
場
合

そ
の
旨
の
表
示

加
茂
郡
川
辺
町
比
久
見
64

6―
１

瑞
浪
市
土
岐
町
22―
４

水
谷

博
昭

自
由
民
主
党
本
部

当
該
政
党
の
支
部

を
支
部
と
す
る

政
党
の
名
称

一
以
上
市
町
村
区
域
等

一
以
上
の
市
町
村
の
区

域
等
を
単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
る
支
部
の
表
示

加
茂
郡
川
辺
町
比
久
見
63―

１ 瑞
浪
市
寺
河
戸
町
320―

１ 大
野

悦
男

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
二
号

政
治
資
金
規
正
法(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号)

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政

治
団
体
解
散
届
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

平
成
十
九
年
五
月
十
五
日

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

遠

藤

久

子
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届
出
を
し
た

者
の
氏
名

森
島
光
明
後
援
会

未
来
の
県
政
を
ひ
ら
く
会
恵
南
支
部

三
尾
順
平
後
援
会

馬
渕
勝
美
後
援
会

伴
野
久
子
後
援
会

針
山
順
一
朗
君
を
育
て
る
会

早
川
こ
う
じ
と
明
日
の
ま
ち
を
考
え
る

会
“
Ｗ
Ｉ
Ｅ
”

二
和
田
み
え
子
後
援
会

杉
山
と
し
お
育
て
る
会

市
民
政
党
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｉ

さ
と
う
和
男
後
援
会

串
原
村
加
藤
利
徳
後
援
会

川
合
光
夫
後
援
会公
職
の
種
類
資
金
管
理
団
体
の

名
称

森
島
五
男

加
藤
利
徳

三
尾
順
平

清
水

守

伴
野
久
子

剱
田
廣
喜

川
尻

勉

土
井
み
ゑ
子

日
比
野
勝
美

可
児
慶
志

佐
藤
和
男

三
宅

明

藤
墳

寛

主
た
る
事
務
所
の

所
在

地

中
島

均

吉
村
典
男

早
川

学

馬
渕
祐
一

萩
原
明
子

二
木

誠

大
竹
和
夫

大
野
多
香
志

杉
山
儀
一

霞
直
孝

初
川
達
也

平
林

昌

平
墳
芳
弘

代
表
者
の

氏
名

安
八
郡
輪
之
内
町
下
大
榑
新
田
1321

恵
那
市
山
岡
町
原
1114

中
津
川
市
苗
木
1630―

８

安
八
郡
神
戸
町
南
方
1023―

２

羽
島
市
桑
原
町
八
神
2680―

15

高
山
市
花
岡
町
１
―
５

瑞
浪
市
日
吉
町
4602―

１

多
治
見
市
中
町
17

岐
阜
市
柳
津
町
上
佐
波
４
―
295

可
児
市
下
恵
土
368

中
津
川
市
駒
場
町
１
―
３

恵
那
市
串
原
2979―

１

不
破
郡
垂
井
町
表
佐
4620―

１

水
野
光
二

三
尾
順
平

伴
野
久
子

佐
藤
和
男

奥
田
利
道

瑞
浪
市
議
会
議
員

中
津
川
市
議
会
議

員 羽
島
市
議
会
議
員

中
津
川
市
議
会
議

員 柳
津
町
議
会
議
員

平
成
15年

５
月
１
日

平
成
19年

２
月
28日

平
成
18年

12月
31日

平
成
18年

12月
31日

平
成
18年

８
月
31日

平
成
18年

３
月
31日

平
成
18年

12月
15日

平
成
18年

11月
１
日

平
成
18年

１
月
１
日

平
成
19年

３
月
15日

平
成
18年

12月
31日

平
成
19年

２
月
28日

平
成
18年

２
月
１
日

水
野
光
二
と
明
る
い

地
域
社
会
を
考
え
る

会 三
尾
順
平
後
援
会

伴
野
久
子
後
援
会

さ
と
う
和
男
後
援
会

奥
田
利
道
を
育
て
る

会

瑞
浪
市
釜
戸
町
83

9―
４

中
津
川
市
苗
木
16

30―
８

羽
島
市
桑
原
町
八

神
2680―

15

中
津
川
市
駒
場
町

１
―
３

岐
阜
市
柳
津
町
下

佐
波
２
―
81

水
野
光
二

三
尾
順
平

伴
野
久
子

佐
藤
和
男

奥
田
利
道

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
三
号

政
治
資
金
規
正
法(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号)

第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
資

金
管
理
団
体
指
定
届
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
名
称

等
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
九
年
五
月
十
五
日

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

遠

藤

久

子
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安
田
孝
司

室
戸
英
夫

届
出
を
し
た

者
の
氏
名

須
田

眞

杉
山
正
樹

杉
山
利
夫

届
出
を
し
た

者
の
氏
名

安
田
た
か
し
後

援
会

む
ろ
と
英
夫
を

育
て
る
会

資
金
管
理
団
体

の
名

称

岐
阜
市
議
会
議
員

山
県
市
議
会
議
員

岐
阜
市
議
会
議
員

公
職
の
種
類

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

公
職
の
種
類

異
動
事
項

岐
阜
市
政
の
発
展
､

教
育
の
再
生
を
進
め

る
会

杉
山
ま
さ
き
後
援
会

ま
ち
づ
く
り
研
究
会

資
金
管
理
団
体
の

名
称

羽
島
市
上
中
町
長
間

1559

北
方
町
長 新 岐
阜
市
野
一
色
５
―

11―
８

山
県
市
高
富
635

岐
阜
市
若
竹
町
２
―

16 主
た
る
事
務
所
の

所
在

地

羽
島
市
上
中
町
長
間

1560

北
方
町
議
会
議
員

旧 須
田

眞

杉
山
正
樹

杉
山
利
夫

代
表
者
の

氏
名

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
四
号

政
治
資
金
規
正
法(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号)

第
十
九
条
第
三
項
第
一
号
又
は
第
二
号

の
規
定
に
よ
り
、
資
金
管
理
団
体
の
指
定
の
取
消
し
の
届
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
九
年
五
月
十
五
日

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

遠

藤

久

子

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号)

第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ

り
、
資
金
管
理
団
体
届
出
事
項
の
異
動
届
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
そ
の
異
動
事
項
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
九
年
五
月
十
五
日

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

遠

藤

久

子

公

示

○
美
濃
加
茂
都
市
計
画
の
変
更
案
の
縦
覧

都
市
計
画
法(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
を
変
更
し
た
い
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
の

規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
当
該
都
市
計
画
の
案

を
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
当
該
都
市
計
画
の
案
に
つ
い
て
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
岐
阜
県
に
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
九
年
五
月
十
五
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

美
濃
加
茂
都
市
計
画
下
水
道

富
加
町
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道(

富
加
処
理
区)

二

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

都
市
計
画
図
書
に
お
い
て
表
示
す
る
区
域

三

都
市
計
画
案
の
縦
覧
場
所

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策
課
、
美
濃
加
茂
市
水
道
部
下
水
道
課
及
び
富
加
町
産
業
建
設
課

四

縦
覧
期
間

平
成
十
九
年
五
月
十
五
日
か
ら

同

年
五
月
二
十
九
日
ま
で

○
美
濃
加
茂
都
市
計
画
の
変
更
案
の
縦
覧

都
市
計
画
法(
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
を
変
更
し
た
い
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
の

規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
当
該
都
市
計
画
の
案
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を
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
当
該
都
市
計
画
の
案
に
つ
い
て
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
岐
阜
県
に
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
九
年
五
月
十
五
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

美
濃
加
茂
都
市
計
画
道
路

三
・
四
・
六
号

塚
原
河
渡
線

二

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

都
市
計
画
図
書
に
お
い
て
表
示
す
る
区
域

三

都
市
計
画
案
の
縦
覧
場
所

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策
課
及
び
美
濃
加
茂
市
建
設
部
都
市
整
備
課

四

縦
覧
期
間

平
成
十
九
年
五
月
十
五
日
か
ら

同

年
五
月
二
十
九
日
ま
で
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平
成
十
九
年
五
月
十
五
日
印
刷

平
成
十
九
年
五
月
十
五
日
発
行

岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
一
番
一
号

発
行
者

岐

阜

県

発
行
所

岐

阜

県

庁

印
刷
者

岐
阜
市
三
輪
ぷ
り
ん
と
ぴ
あ
十
三
―
一

飯

尾

寛

印
刷
所

岐
阜
市
三
輪
ぷ
り
ん
と
ぴ
あ
十
三
―
一

岐

阜

文

芸

社

定
価
一
か
年
四
八
、
〇
〇
〇
円(

送
料
共)

(

消
費
税
二
、
二
八
六
円
を
含
む
。)


